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５．まとめ

これらの調査内容からわかるように、ペットが死んだら学校や仕事を休ん
でも構わないという人が多い一方、ペットが死んだとはいえ休むことは許
されないと考える人が多いのも事実である。
だが外国では、ペットが死んだら休養を与えるという国もあるが日本では
その設備が整っておらず、そのような考えも広まっていない。
このような事実の背景には、ペット＝家族ととらえている人が外国に比べ
て大いに少ないことが挙げられると思う。
このペットロス問題を解決するためにはまず、ペットの扱い方、捉え方に
ついて日本全体で共有していくべきだと考える。だが、ペットを飼ったこ
とのない人にとってはそのような考えには賛同できない人が多いと思う。
そのため、“もし自分の家族が死んだら”という風に捉えて考えてみると、
ペットに対する見方も変わってくるだろう。
これがペットロス改善の第一歩だろう。

《ペットに関する休暇制度の例》
Trupanion
・犬・猫の医療保険を取り扱うアメリカの企業
・社員の飼っているペットが亡くなった場合、慶弔休暇として有給の休み
を1日分付与している（2012年）

（導入した理由）
社員の士気向上のため
「当社の社員は動物が大好きで、ペットは家族の一員のようなもの。ペット
を失う痛みは、子どもを亡くすのと同じくらい大きいときもあります。」
→社員の精神的安定を大切にしたいというところから、制度導入へ
（メリット・デメリット）
デメリット：現時点では特にない。
メリット：悲しみを乗り越える時間をしっかりと設けることで、仕事の生産
性を欠くことなくいつもの業務に復帰できる

《日本の例》
2016年にペット向けの保険を扱う「アイペット損害保険株式会社」が、社員
が飼っているペットが亡くなった時に「ペット死亡時の忌引き」として最大
３日間の休暇を取る事が出来る制度を日本で初めて導入した。

２．調査方法

今回は、ペットロスに関するインターネット上の調査を引用した。特に、
ペットの死を理由に学校・会社を休むことに対する、全国１０代～５０代
の男女３６１名を対象としたアンケート（平成２７年度調査）と、それに
対するアンケート回答者の意見。ペットの死に関する米国の忌引き休暇に
ついての調査。ペットに関するユニークな休暇制度についての調査など、
複数の調査から、海外と比較し現在の日本国内におけるペットロスの現状
について調査した。

４．考察

グラフより、ペットの死が理由で会社を休むことを受け入れる人が大半だが、
約４人に１人は否定的な意見を持つということが分かる。
一方、ペットの飼育経験のある人は、その多くが休むことに対して肯定的で
あり、否定的な意見を持つ人はわずかである。
また、《ペットに関する休暇制度の例》より、日本は海外に比べ、ペットロ
スで精神が不安定になっている社員のための休暇制度の導入が遅れている。
以上のことから、日本は海外に比べ、ペットロスに対する周囲の理解が浅い
と言える。
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３．調査内容
「ペットの死を理由に会社を休むことについてどう思うか」について、マ
インドソナーで全国の10代～50代の男女361人を対象に行った調査によると、

361人中
否定的な人：約85人(23.8%)
受け入れる人：約260人(72.2%)

<否定的な意見の例>
・社会人として、ペットを理由に会社を休む
のはどうかと思う。人に迷惑がかかること
考えてほしい。
・嘘でもいいので風邪や体調不良などの理由
で休んでほしい。人ではなく、ペットの死
で休むのは社会人としてのモラルに欠ける
と思う。

「ペットの死で会社・学校を休むことについてどう思うか」について、ペッ
トを飼っている、もしくは飼ったことがある全国の１０代～６０代の男女
１６７人を対象に行った調査によると、

167人中
否定的な人：14人(8%)
受け入れる人：153人(92%) 

<肯定的な意見の例>
・仕事にならない気持ちが分かるので、1日
であれば休んでもいいと思う。
気持ちを切り替える時間が必要。

・大事な家族との別れなので、悔いのない
ように見送って欲しい。

ありえない

23.8％

ありえない

１．目的・はじめに

日本ではペットへの理解が低いと感じる場面が多くある。もしあなたが
ペットを亡くした時、周りの人の理解が足りていなかったらどう感じるだ
ろうか。私たちは、ペットロスの実情を社会に発信し、多くの人に理解し
てもらうことで、ペットロスに陥っている人の負担を軽減し、豊かな社会
生活への復帰を早めることを目的として、研究を行った。

ありえない
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ありえない
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